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疑
わ
し
き
は
罰
す
る
『
重
労
働
四
十
五
年
』 

石
川
県 

 

山 

根 

徳 

治 
 
 

 
私
は
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
秋
、
密
告
に
よ
り
、

①
無
実
の
捕
虜
虐
待
の
罪
で
二
十
五
年
、
②
反
ソ
行
為
で

二
十
年
、
合
計
四
十
五
年
間
の
刑
罰
を
ソ
連
軍
軍
事
裁
判

で
言
い
渡
さ
れ
た
。
シ
ベ
リ
ア
抑
留
と
言
っ
て
も
千
差
万

別
で
あ
る
。
多
く
の
人
達
の
ご
尽
力
の
お
陰
で
減
刑
さ
れ
、

昭
和
二
十
八
年
暮
れ
、
八
年
数
カ
月
間
の
奴
隷
生
活
か
ら

解
放
さ
れ
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
祖
国
の
土
を
再
び
踏
む
こ
と

が
で
き
た
。 

齢
・
既
に
八
十
歳
を
越
え
運
転
免
許
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
、
畳
に
で
も
足
を
取
ら
れ
て

躓
つ
ま
ず

き
ヒ
ッ

ク
リ
返
る
と
い
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。 

戦
争
の
勝
敗
率
は
五
分
五
分
で
あ
る
（
お
互
い
に
俺
が

勝
つ
と
思
っ
て
い
る
）
、
敗
れ
た
ら
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
。

正
義
も
真
実
も
な
い｢

法
は
力
な
り
、
勝
て
ば
官
軍
、
負
け

れ
ば
賊
軍｣

、
三
歳
の
童
子
に
も
分
か
る
こ
の
愚
か
さ
を
今

も
繰
り
返
し
て
い
る
の
が
人
間
の
業ご

う

と
言
う
も
の
な
の
か
。

間
も
な
く
こ
の
世
か
ら
消
え
逝
く
一
人
の
老
骨
と
し
て
、

ま
た
二
十
歳
代
の
青
春
を
台
無
し
に
し
た
戦
争
犠
牲
者
と

し
て
、
二
度
と
再
び
か
か
る
悲
劇
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を

念
じ
て
こ
の
一
文
を
世
に
訴
え
る
こ
と
に
し
た
い
。 

  

一
、
私
の
略
歴 

⒈
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
七
月
八
日
、
北
海
道
長
万

部
金
山
の
街
に
、
兄
弟
姉
妹
四
人
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
る
。 

⒉
昭
和
六
年
（
小
学
校
二
年
）、
金
山
の
常
務
だ
っ
た
父
病

死
、
母
は
父
の
郷
里
、
小
松
市
松
岡
町
に
移
住
し
、
伯

父
と
再
婚
。
以
後
成
人
に
至
る
ま
で
伯
父
を
養
父
と
し

て
養
育
さ
れ
た
。 

⒊
昭
和
十
六
年
、
小
松
商
業
を
卒
業
し
、
上
京
し
て
日
立

製
作
所
に
就
職
。 

⒋
翌
十
七
年
、
東
京
外
国
語
大
学
に
入
学
、
中
国
語
、
次

い
で
ロ
シ
ア
語
を
専
攻
し
た
。 
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二
、
軍 

歴 

⒈
昭
和
十
九
年
三
月
、
学
徒
動
員
に
よ
り
金
沢
市
寺
町
、

九
師
団
軽
重
連
隊
に
入
隊
。
間
も
な
く
満
州
東
部
国
境

の
樺
林
に
転
属
。
同
地
で
幹
部
候
補
生
と
し
て
訓
練
中
、

部
隊
は
南
方
方
面
に
出
動
し
た
が
、
朝
鮮
釜
山
港
で
幹

部
候
補
生
は
全
員
、
樺
林
の
原
隊
に
復
帰
す
る
よ
う
命

じ
ら
れ
た
。 

⒉
昭
和
十
九
年
秋
、
ハ
イ
ラ
ル
に
転
属
し
た
頃
、
ハ
ル
ピ

ン
の
ロ
シ
ア
人
学
校
（
特
務
機
関
所
属
）
を
視
察
し
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
際
通
訳
を
勤
め
た
。 

⒊
終
戦
と
共
に
、
命
に
よ
り
直
ち
に
通
訳
と
し
て
ハ
ル
ピ

ン
に
赴
き
、
ロ
シ
ア
人
捕
虜
約
四
百
人
（
特
務
機
関
所

属
）
に
金
品
を
与
え
て
解
放
し
た
。 

（
注
）
こ
の
捕
虜
の
う
ち
数
人
が
捕
虜
収
容
中
に
虐
待
さ

れ
た
と
し
て
後
に
問
題
に
な
り
、
私
が
関
与
し
た
と
さ

れ
た
。 

  

三
、
シ
ベ
リ
ア
へ
連
行
さ
れ
る 

⒈
武
装
解
除
後
は
数
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
広
漠
た
る

満
州
平
原
を
徒
歩
で
、
戦
友
の
屍
を
越
え
て
ソ
連
領
内

へ
、
そ
し
て
ウ
ル
ガ
ル
建
設
局
に
入
っ
た
。 

⒉
ロ
シ
ア
語
が
分
か
る
の
で
日
本
軍
通
訳
を
勤
め
た
が
、

上
司
の
指
示
等
も
あ
り
、
身
の
危
険
を
考
慮
し
て
偽
名

（
南
郷
正
男
）
を
名
乗
る
こ
と
に
し
た
。 

  

四
、
強
制
労
働
が
始
ま
る 

 
 
 

（
木
材
を
搬
出
し
枕
木
を
作
っ
た
） 

⒈
収
容
所
で
は
、
通
訳
は
将
校
待
遇
で
肉
体
労
働
は
免
除

さ
れ
る
が
、
夜
中
で
も
た
た
き
起
こ
さ
れ
空
砲
で
威
嚇

さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
通
訳
と
言
っ
て
も
大
学

の
座
学
の
み
で
は
会
話
は
無
理
で
、
辞
書
一
つ
な
い
の

に
は
苦
労
し
た
。
特
に
困
難
を
極
め
た
の
は
、
ソ
連
側

の
無
理
難
題
を
ど
う
日
本
人
に
伝
え
る
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
時
に
は
そ
ん
な
無
茶
は
通
訳
で
き
ぬ
と
激
し

く
抵
抗
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
で
も
、
そ
ん
な
場
合
は

間
違
い
な
く
「
営
倉
入
り
」
で
あ
る
。
ソ
連
の
営
倉
は

旧
日
本
軍
に
似
て
、
衛
兵
所
の
奥
に
あ
る
倉
庫
の
中
に

あ
る
。
い
く
ら
寒
く
て
も
毛
布
一
枚
で
食
事
も
最
低
で



368 

あ
る
。
作
業
か
ら
帰
る
と
直
ぐ
こ
の
独
房
に
入
り
、
一

晩
中
空
腹
と
寒
さ
に
震
え
て
い
て
も
、
翌
日
の
労
働
は

免
除
さ
れ
な
い
。
作
業
開
始
の
た
め
収
容
所
を
出
発
す

る
際
は
、
疲
れ
た
身
体
を
引
き
ず
り
な
が
ら
職
場
に
向

か
う
。
私
は
通
訳
を
勤
め
た
四
年
余
の
間
に
、
数
回
以

上
こ
の
罰
を
受
け
た
。 

ま
た
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
Ｎ
中
尉
が
ロ
ス
ケ
の

点
数
を
上
げ
る
た
め
に
兵
隊
を
酷
使
し
た
と
言
っ
て
ス

ト
ラ
イ
キ
が
起
こ
り
、
他
の
収
容
所
へ
追
放
さ
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
。 

（
注
）
通
訳
は
肉
体
労
働
を
免
除
さ
れ
「
ソ
連
の
犬
だ
」

と
勘
違
い
さ
れ
白
眼
視
し
た
人
の
あ
っ
た
こ
と
は
心
外

で
、
誠
に
残
念
で
あ
っ
た
。 

⒉
強
制
労
働
と
も
う
一
つ
の
難
題
は｢

民
主
化｣
と
言
う
名

の
共
産
主
義
思
想
の
徹
底
で
あ
る
。
赤
化
思
想
の
普
及

に
つ
い
て
は
、
次
の
三
段
階
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。
即

ち 

① 

入
ソ
当
初
は
、
軍
国
主
義
教
育
を
受
け
た
私
達

に
は
寝
耳
に
水
的
な
こ
と
ば
か
り
。｢

騙だ
ま

さ
れ
て
は

な
ら
ぬ
ぞ｣

｢

仕
事
は
要
領
良
く
、
民
主
化
は
酔
っ

た
ふ
り｣

だ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
の
情
報
は
さ
っ

ぱ
り
分
か
ら
な
い
。
間
も
な
く
「
日
本
新
聞
」（
ハ

バ
ロ
フ
ス
ク
で
日
本
人
共
産
主
義
者
が
編
集
し
た

「
赤
旗
」
の
姉
妹
編
）
が
来
る
よ
う
に
な
る
と
、

日
本
語
の
活
字
に
飢
え
て
い
た
か
ら

貪
む
さ
ぼ

っ
て
読

ん
だ
。
「
ミ
イ
ラ
取
り
が
ミ
イ
ラ
に
な
る
」
の
例
え

ど
お
り
逐
次
共
鳴
す
る
部
分
も
出
て
来
た
。 

② 

そ
の
う
ち
各
部
隊
か
ら
労
働
を
免
除
さ
れ
た
数

人
の
活
動
家
（
将
校
等
で
は
な
く
兵
の
階
級
に
あ

る
労
働
者
・
農
民
層
出
身
者
）
が
大
都
会
に
集
合

し
て
三
カ
月
間
の
特
殊
教
育
を
受
け
、
こ
の
卒
業

生
が
逐
次
多
く
な
る
と
、
こ
れ
が
一
変
し
た
。
ソ

連
人
の
眼
は
誤
魔
化
す
こ
と
は
で
き
て
も
彼
ら
を

だ
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い
。 

③ 

各
収
容
所
に
は
活
動
家
（
ア
ク
チ
ブ
と
し
て
恐

れ
ら
れ
た
）
が
壁
新
聞
を
発
行
し
民
主
委
員
会
が

設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
に
批
判
的
な
者
は
人
民
裁
判

で
反
動
分
子
と
し
て
つ
る
し
上
げ
ら
れ
る
。
時
に
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は
他
の
収
容
所
へ
追
放
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

（
注
）
復
員
後
も
こ
の
後
遺
症
の
た
め
、
引
揚
者
の
団

結
が
長
い
間
混
乱
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。 

  
五
、
戦
犯
と
し
て
抑
留
さ
れ
る 

⒈
南
郷
正
男
と
し
て
偽
名
を
使
っ
た
関
係
上
、
郷
里
へ
は

手
紙
を
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
か
し
二
十
三
年
に

帰
国
し
た
近
村
の
Ｋ
君
に
伝
言
を
頼
ん
だ
。
彼
は
わ
ざ

わ
ざ
自
宅
ま
で
訪
問
し
健
在
を
知
ら
せ
て
く
れ
た
。
二

十
四
年
夏
頃
か
ら
多
く
の
日
本
人
が
帰
国
し
、
収
容
所

も
閑
散
と
し
て
寂
し
く
な
っ
て
来
た
。
通
訳
だ
か
ら
最

後
に
な
る
だ
ろ
う
と
覚
悟
は
し
て
い
た
も
の
の
、
取
り

残
さ
れ
て
ま
た
越
冬
か
と
心
細
い
限
り
で
あ
っ
た
。 

⒉
昭
和
二
十
四
年
十
月
、
突
然
偽
名
等
は
バ
レ
て
軍
事
法

廷
に
立
た
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
側
は
吃
驚
す
る
ほ
ど
私
の

経
歴
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。
終
戦
時
ロ
シ
ア
人
捕
虜
を

釈
放
し
た
等
を
知
る
者
は
極
く
限
ら
れ
た
人
達
な
の
に
、

そ
ん
な
こ
と
を
含
め
て
す
べ
て
暴
露
さ
れ
た
。
日
本
人

に
よ
る
密
告
だ
っ
た
。
こ
こ
で
私
は
捕
虜
虐
待
と
い
う

全
く
身
に
覚
え
の
な
い
罪
名
で
二
十
五
年
、
ま
た
情
報

等
を
盗
ん
だ
と
い
う
反
ソ
罪
で
二
十
年
、
合
計
四
十
五

年
の
極
刑
を
宣
告
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
衝
撃
・
憤
怒
・

絶
望
感
等
々
は
筆
舌
に
表
わ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。 

  

六
、
戦
犯
収
容
所
の
生
活 

⒈
日
本
人
戦
犯
約
千
人
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の
二
カ
所
に
分

散
し
て
収
容
さ
れ
た
が
、
私
は
二
十
一
分
所
に
配
属
さ

れ
た
。
こ
こ
に
は
関
東
軍
総
司
令
官
だ
っ
た
山
田
大
将

を
は
じ
め
、
後
宮
大
将
、
瀬
島
竜
三
参
謀
（
富
山
県
出

身
）
等
の
高
官
達
も
い
た
。
将
官
は
六
十
歳
近
い
人
達

で
本
当
に
気
の
毒
だ
っ
た
。 

⒉
ソ
連
側
は
「
サ
ム
ラ
イ
・
腹
切
り
」
そ
の
他
、
特
攻
隊

の
こ
と
も
良
く
知
っ
て
お
り
、
日
本
人
を
恐
れ
て
両
手

の
指
紋
・
メ
ガ
ネ
を
外
し
た
写
真
ま
で
も
撮
っ
た
。 

⒊
作
業
内
容
は
、
建
築
・
道
路
整
備
・
造
船
所
の
雑
役
等
々

で
あ
る
。
特
に
寒
暖
の
差
が
著
し
い
の
で
、
建
築
家
屋

の
基
礎
部
分
は
、
凍
っ
て
土
砂
崩
れ
の
少
な
い
極
寒
期

に
、
地
下
一
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
ま
で
を
掘
っ
て
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セ
メ
ン
ト
で
固
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

作
業
は
ツ
ル
ハ
シ
と
ス
コ
ッ
プ
で
行
う
の
だ
が
、
大
変

な
重
労
働
で
あ
る
。 

⒋
そ
の
う
ち
、
若
い
能
率
の
良
い
者
に
は
一
カ
月
に
一
五

〇
ル
ー
ブ
ル
程
度
の
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
早
速
黒
パ
ン
を
買
っ
て
飢
え
を
凌
ぐ
の
で
あ
っ
た
。 

⒌
昭
和
二
十
五
年
に
な
る
と
ソ
連
当
局
は｢

日
本
人
の
送

還
は
す
べ
て
完
了
し
た｣

と
発
表
し
た
。
我
々
は
ど
う
な

る
の
か
。
生
き
た
ま
ま
シ
ベ
リ
ア
の
凍
土
で
抹
消
さ
れ

て
仕
舞
う
の
か
。
も
し
生
き
て
い
て
も
四
十
五
年
後
で

は
七
十
歳
近
く
に
な
る
。
気
の
遠
く
な
る
話
が
私
の
現

実
の
姿
で
あ
る
。
す
べ
て
を
「
諦
め
よ
、
諦
め
よ
」
と

我
が
身
に
言
い
聞
か
せ
る
他
に
手
立
て
は
な
い
。
…
寂

し
い
…
無
念
で
あ
る
…
余
り
に
も
残
酷
で
あ
る
…
嗚

呼
！ 

（
注
）
軍
隊
の
一
年
半
は
幹
部
候
補
生
、
し
か
も
乙
種
の

一
兵
士
に
過
ぎ
な
い
。
抑
留
後
は
四
年
間
「
日
本
人
通

訳
」
と
し
て
ソ
連
の
為
に
十
分
働
い
た
で
は
な
い
か
。

勿
論
個
人
と
し
て
、
天
地
神
明
に
誓
っ
て
非
違
行
為
等

は
一
切
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ん
だ
！ 

な
ぜ
な
ん

だ
！ 

私
は
重
大
な
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
子
々
孫
々
に

至
る
ま
で
全
世
界
に
恥
を
曝
ら
さ
れ
る
の
か
…
そ
し
て

こ
れ
か
ら
の
永
い
人
生
を
、
身
体
の
続
く
限
り
骨
の
髄

ま
で
搾
り
取
ら
れ
て
末
は
異
国
の
地
に
放
棄
さ
れ
る
の

か
。
世
に
神
仏
は
あ
る
の
か
？ 

⒍
日
本
全
土
は
連
合
国
に
占
領
さ
れ
て
、
独
立
国
で
は
な

い
。
ソ
連
と
は
も
ち
ろ
ん
国
交
も
な
い
。
そ
ん
な
時
、

女
性
な
が
ら
勇
気
と
捨
て
身
の
参
議
院
議
員
・
高
良
と

み
女
史
が
シ
ベ
リ
ア
に
乗
り
込
ん
で
来
ら
れ
た
。
次
の

日
曜
日
に
高
良
参
議
院
議
員
が
収
容
所
に
視
察
に
来
る

と
の
情
報
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
日
は
病
人
以
外
は
全

員
を
仕
事
に
出
し
て
留
守
で
あ
る
と
し
て
会
わ
せ
な
か

っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
こ
ん
な
手
も
使
う
。
高
良
女
史

は
ス
イ
ス
国
際
赤
十
字
に
提
訴
さ
れ
た
。 

⒎
そ
の
後
、
米
国
と
ソ
連
の
冷
戦
が
始
ま
り
、
連
合
国
は

一
枚
岩
で
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
二
十
七
年
に
日

本
は
独
立
を
回
復
し
た
。
更
に
加
え
て
二
十
八
年
三
月

に
は
独
裁
者
ス
タ
ー
リ
ン
が
死
ん
だ
。
か
か
る
情
勢
の
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変
化
が
私
の
帰
還
を
早
め
、
二
十
八
年
十
二
月
、
辛
う

じ
て
懐
か
し
い
祖
国
の
地
に
辿
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。 

  

軍
隊
生
活
、
そ
し
て
シ
ベ
リ
ア
へ 

福
井
県 

 

林 
 
 

俊 

男 
 

 

 

私
は
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
生
ま
れ
で
、
満
八
十

歳
に
な
り
ま
す
。
今
か
ら
六
十
年
も
前
の
話
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
多
少
記
憶
違
い
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
お

許
し
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
話
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
シ
ベ
リ
ア
っ

て
言
い
ま
す
と
、
ま
ず
寒
い
こ
と
だ
け
を
お
思
い
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
が
、
夏
は
暑
い
で
す
ね
。
三
〇
度
か
ら
三
五

度
ま
で
上
が
り
ま
す
。
日
本
と
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
ね
。

シ
ベ
リ
ア
は
広
い
で
す
か
ら
色
々
だ
と
思
い
ま
す
。 

暑
い
け
れ
ど
も
、
冬
は
う
ん
と
寒
い
で
す
。
マ
イ
ナ
ス

三
〇
度
や
四
〇
度
は
当
た
り
前
で
す
が
、
朝
晩
か
な
り
冷

え
込
み
ま
す
。 

私
は
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
に
満
二
十
歳
に
な
り

現
役
で
兵
隊
に
入
り
ま
し
た
。
戦
争
末
期
の
昭
和
十
九
年

十
月
二
十
日
、
敦
賀
市
粟
野
に
あ
る
中
部
三
十
六
部
隊
（
大だ

い




